
イズラエル・シャミール著 

さるぐつわを噛まされたクレイオ 
（「ホロコーストと中東：口を封じられた歴史」会議での講演） 

和訳：童子丸 開 

 

（原文） 

http://www.israelshamir.net/English/Eng16.htm 
Clio Gagged By Israel Shamir 
 

親愛なる読者諸氏 

イタリアは今、１年で最も美しいときである。谷を覆って茂る緑の草、早生のイチジクが

はじけ、桜の花はすでに春雨に洗い流されている。私はそこで「ホロコーストと中東：口

を封じられた歴史」会議に出席した。この会議は偉大なクラウディオ・モッファ（Claudio 

Moffa）教授によって主催されたのだが、このポール・ニューマンばりの細く背が高く青い

目で高貴な顔立ちのイタリア人は、一方通行の道路に向かって逆方向で突っ込んでいくこ

とに長けているのだ。彼は禁止されることが大嫌いなのだがそれは交通信号にとどまらな

い。どこであろうが、ある種の歴史討論会であっても、「無断立ち入り禁止」の印があるだ

けで十分だ。この男は正面から突っ込んでいくだろう。彼はヨーロッパで最も過激で最も

タブー視される議論を見つけ出してある会議を組織したが、そこにはシエナ大学、カラブ

リア大学、トリノ大学、ナポリ大学、ローマ大学、ウルビノ大学などから相当な数の歴史
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学教授が出席した。またイタリア中から作家やジャーナリストが出席したが、外国人は私

だけだった。その会議はモッファのいるテラモの大学で開かれたのだが、そこは雪を頂い

たグラン・サッソ峰の麓、アブルッジ山地の中にある魅力的で趣のある中世の街である。

私は、多くの出席者と講演者の中で、私のサイトでもその作品を見ることができるマウロ・

マンノ（Mauro Manno）教授、および雑誌 urasiaの編集者であるティベリオ・グラジア

ーニ（Tiberio Graziani）博士の名を述べておきたい。またこの会議およびそこでの各講演

内容については、

E

モッファ教授のサイトで見ることができよう。ここでは私の公演内容を

お読みいただきたい。 

 

さるぐつわを噛まされたクレイオ 

イズラエル・シャミール著 

 

（これは２００７年４月１８日にイタリアのテラモ大学で開かれた「ホロコーストと中

東：口を封じられた歴史」会議での公演内容である） 

 

あの穏やかな歴史の女神クレイオがさるぐつわを噛まされているのを見て驚くべきでは

ない。歴史は諸事実と文法・修辞・論理の三学が平和に集められたものではないのだ。歴

史は止むことの無い激闘である。その書き直しが世界を変えるかも知れないからだ。古い

諺どおり、誰も過去を変えることはできない。それは確かである。しかしもし我々が我々

http://www.mastermatteimedioriente.it/


の現在に満足できない場合に、過去に対する我々の理解の仕方を変えるかもしれない。そ

してそれが我々の未来を変えることになるだろう。これは遥かな昔から知られていること

であり、そしてこの点が、時の権力構造とある種の継続性を確保するために、歴史が神官

たちの手によって保護された理由なのである。過去を支配する者は誰であろうと未来を決

定するのだ。この会議の主題は実にその話を取り扱うものである。我々は現在に満足して

いない。我々は過去に戻りそしてそれを再検討することによって未来に影響を与える予定

である。もし歴史内容の一部が強力に防御されているのなら、あるいはあからさまに誤っ

ているものなら、我々はより十分な理由を持ってそれを攻撃しなければならない。 

強烈に防御される歴史の分野ではそれを突き崩そうをする者は深い水に沈められるのか

もしれないが、決してホロコーストだけがそうであるわけではない。最近イタリアで再び

登場した昔のユダヤ人による人身御供の件は、アリエル・トアフ（Ariel Toaff）教授の本『血

の過ぎ越し』の出版によるものである。すでにご存知だと思うが、トアフ教授は、中世に

キリスト教徒の子供を誘拐して殺したと告発された一部のユダヤ人がそのとおりの罪を犯

していたことを証明した。彼らはその残虐な殺人の咎で処刑されたわけであり、決して、

いわゆるキリスト教徒の偏見や根源的な反ユダヤ主義などの犠牲者ではなかった。それを

祝福すべきことでではないか考える人もいるだろう。その犯罪者達は誹謗されたのではな

く適切に罰せられたのだ。正義が実行されたのであり、現在のユダヤ人たちは中世の反ユ

ダヤ主義が神話に過ぎないことを喜ぶべきである。それはちょうどユダヤ人を石鹸に変え
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たというドイツ人たちの神話と同類なのである。 

 しかし諸ユダヤ組織は喜ぶどころではなかった。彼らはこのイスラエルの大学で中世ユ

ダヤ史を研究するユダヤ人教授を襲撃した。彼らはトアフ教授に精神的な拷問を加えほと

んど十字架に架けんばかりだった。彼らはその本を回収し破壊してしまった。（有り難いこ

とに近年それは簡単ではなく次のアドレスhttp://www.vho.org/aaargh/fran/livres7/pasque.pdfで

その内容を読むことができる：イタリア語）。彼らは教授が出版社から受け取っていた小額

の金を巻き上げてＡＤＬのユダヤ異端審問所に送った。そして新たな「悔い改め」法が強

要されたのである。 

 イスラエル議会（クネセット）はトアフ博士を刑務所に放り込もうと企てている。他の

者たちはそれにふさわしく告訴しようとしている。また彼が極貧の放浪者として死ぬよう

にさせようとしている。ここイタリアではトアフ教授をガリレオと比較するのが自然であ

ろう。この偉大なイタリアの学者はその科学的発見のために処罰され、厳しい死を避けて

悔い改めを希望したのである。 

 しかしトアフ教授による実際の研究成果は、彼の同僚であるユダヤ系イタリア人で「魔

女のサバト（Witches' Sabbath）」の著者であるカルロ・ギンズブルク（Carlo Ginzburg）

博士と最もよく対応する。ギンズブルクは、ベニス近郊にあるフリウリ（Friuli）の住民で

あるフリウリアン（Friulians）たちが古代の豊穣の儀式から発達した黒魔術に手を染めて

いたことを証明した。トアフはユダヤ人について同様の結果を出したのである。つまり彼
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らが黒魔術に手を染めていたのだが、それは古代からの報復と血の購いというカルトから

出てきたものだった。しかしフリウリアンたちが冷静を守った一方でユダヤ人たちは教授

をリンチ同然に扱った。このようにして、フルウリアンが自分の先祖達の悪業に穏やかな

好奇心をもって眺めることのできる心の開けた人々であることが証明されたのだが、その

一方でユダヤ人たちは相も変わらず、自分達が特別な人種ではなく選ばれた民ではなく聖

別された民族ではないということを受け入れることができないままなのだ。 

 ギンズブルク博士と同様に、トアフ博士はミルチャ・エリアーデ（Mircea Eliade）が著

書「オカルティズム・魔術・文化流行」の中で十分に記述した中世を再検討するプロセス

に完璧に従った。エリアーデは書いている。「８０年ほど前に、優れた研究者ジョセフ・ハ

ンセンとヘンリー・チャールズ・リーは黒魔術を魔法使いのではなく異端審問の創作であ

ると認識した。彼らは、魔女のサバトや悪魔主義の儀式、秘密の祭や集団犯罪の話を、気

まぐれな空想あるいは拷問が引き出した白状の結果であると見なした。しかし今や我々は

知っている。黒魔術は異端審問による創作ではなかったことを」。そして我々は次のように

付け加えてもよいだろう。ユダヤの人身御供は決して不当な猜疑心による作り話ではなか

った、と。 

 トアフはトレントのシモン（Simon of Trent）事件を取り扱った。シモンはユダヤの黒魔

術の儀式で殺害された子供である。２、３のユダヤ人の罪状は当時の人々が利用できる最

高の法廷で確定された。そして無実のユダヤ人たちが９・１１事件後の米国で無実のイス



ラム教徒が被ったほどの苦痛は受けることはなかった。もう一つは１２５５年に儀式で殺

された子供であるリンカーンのヒュー（Hugh of Lincoln）の件であった。この犯罪の後に

逮捕された９０名のユダヤ人のうち、無罪が確定された７０名が何も害されること無く釈

放され、一方で有罪となった者たちは絞首刑に処せられた。「暴徒の正義」などといったも

のではなかったのである。 

 民族的な偏見の例として、ユダヤ人によって編集される Wikipedia は、リンカーンのヒ

ューを「殺害されたと言われている」と記述する一方で、この証明された罪状を「血によ

る中傷（blood libel）」と称している。「血による中傷」はこういった事件に対する標準的な

定義であり、「常に無実のユダヤ人」が偏見を持ったキリスト教徒によって中傷されたとい

う意味なのだ。しかし、もしこの昔の事件から道徳的な教訓を引き出すことができるとし

たら、それは次のようなものである。正義と公正のヨーロッパ的なセンスが普遍的に行き

わたっていたのだ。有罪のユダヤ人が罰せられる一方で無実のユダヤ人は生きた。そして

ヨーロッパで唯一の非キリスト教徒集団として繁栄した。 

 イスラム教の正義が決してより悪いというものではなかった。１８４０年のダマスカス

での裁判で、あるカトリックの僧侶が数名のユダヤ人に殺害され、彼らは罪を白状して刑

罰に処せられた。しかしこのことが彼らの同胞の繁栄を妨げるものとはならなかったので

ある。アクレのユダヤ人であるファルクヒ（Farkhi）はこの事件のあった後でも同様にシ

リアで最も裕福な人物であると見なされた。この事件はダマスカスの英国領事で偉大な中



東学者であるリチャード・バートン卿（Sir Richard Burton）によって調査された。彼は（「も

し私が人種を選ぶことができたのならユダヤ人以上に所属したかったものはないだろう」

と言って）親ユダヤ主義者であることを公言し始めたわけだが、この事件での有罪判決を

正当と認め、そしてこの件の詳しい説明を書き著した。ロンドンのユダヤ人たちは大金を

はたいてこのバートンの原稿を彼の子孫から買い取った。そしてそれは今日に至るまで公

表されておらず、英国ユダヤ人代表者委員会の倉庫に保管されているのだ。英国のユダヤ

人ジャーナリストであるアアロノヴィッチ（Aaronovitch）はあるシリアの閣僚がこの件に

ついて文章にしてしまったことでシリアを非難した。アアロノヴィッチはバートンの調査

のことは一言も言わなかった。ただ「血による中傷」と叫んだだけである。あたかもそれ

がすべてを説明するかのように。 

 実際、ホロコーストの前には「血による中傷」があったのだ。第２次世界大戦以前のユ

ダヤ人やユダヤ愛好者による文章を見るならば、ユダヤ中心宇宙観の中で近年ホロコース

トの教義に占領されている場所が空っぽではなかったことに、誰でも気付くだろう。その

場所は、ロシアのポグロム、ドレフュス裁判、異端審問、スペインからの追放、神殿の破

壊、というようにその多くの部分が「血による中傷」によって満たされていたのである。

それらは同一のメッセージを運んだ。それらはキリスト教徒たちによる不条理な嫌悪によ

る、永遠の、独特の、理由抜きの、そして根拠の無いユダヤ人の災厄を主張した。それら

はある種のねたみや憎しみや不信を、哀れみに、あるいはむしろ最良のゴイムの間に引き
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起こされる罪の意識に押し縮めるものですらあった。 

 トアフ博士の件は、ホロコーストの叙述に意識を集中しすぎる我々の友人達がその重要

な点を見つける助けになるかもしれない。私は流れに逆らって進む反対派／否定派を尊敬

するものではあるが、しかしその熱狂ぶりを分かち合うことはしない。そう。それらの不

相応で無類な災厄の話は、事実による基盤に立って反論できるのかもしれない。これが、

セルジ・ティオン（Serge Thion）博士がホロコーストに関して行ったことなのだ。ホロコ

ーストの偉大な語り手であるエリー・ヴィーゼル（Elie Wiesel）がロシア人の解放者たち

と一緒にいるよりもむしろナチの迫害者にすがりつくことを好んだといった話ではない。

これが、トアフ博士やリチャード・バートン卿が「血の中傷」に関連して、当局者の判断

が妥当であり正当であることを証明しながら、行ったことなのだ。 

 ロシアの歴史家コズヒノフ（Kozhinov）はロシアのポグロムを研究して、それらの暴力

的な衝突では非ユダヤ人の方がユダヤ人よりも多く殺害されたことを証明した。最大で最

も血なまぐさいポグロムはキシネフで起こったものだが、これはユダヤ民族詩人であるビ

アリクによって街頭で血が流された最大の虐殺事件として描かれた。そして最近ハアレツ

の記事であるイスラエルのジャーナリストが「２０世紀初頭のキシネフのキリスト教徒た

ちがユダヤ人の子供の目に釘を打ち込んだからといってロシア人の国が存在する権利を疑

うというような者はいない」と書いた。ところが、ユダヤ人の黒魔術で拷問死させられた

イタリアや英国の幼児の件とは逆に、「目に打ち込んだ釘云々」という風聞は即刻論駁でき



る程度の空想の産物であった。その一方でキシネフでの死者の総数は４５名であり、これ

はデイル・ヤシンの４分の１、インティファーダの１ヶ月分に過ぎない。 

 そこでこういった理由の無い苦難の話は脱構築させることができる。しかし、このよう

な物語の製作者たちが伝えたいと願うことが、ただただ「ユダヤ人は独特で特別な民であ

り、他の誰よりも多くの苦しみを受けており、そのことはユダヤ人が好き勝手なことをす

る資格を与えられている理由であり、ユダヤ人は最良のものであって、逆にそれを疑う者

は誰でも神話的な反ユダヤ主義に取り付かれているのだ」というものであるなら、もう悩

む必要は無い。こういった物語は自分達が想定した迫害者に対するユダヤ人の激怒を喚起

するようにもたらされる、ただそれだけなのだ。 

 私はこういった被害者根性の話が大嫌いなのだが、それはそれらが事実面で弱みを抱え

ているからというだけではない。被害者根性の話は災厄の結果ではなく災厄の原因なのだ。

こういった理由の無い迫害の話が広められるときにはいつでも、疑いも無く、それを広め

る者たち自身が獣のような凶悪さを準備しているのである。ユダヤ人たちはホロコースト

の話を振りかざして１９４８年に平和なパレスチナの住民をかき消してしまった。アルメ

ニア人たちは自分達が被った独自の理由無き災厄を復唱して、１９９１－９４年の戦争で

カラバフ（Qarabağ，Karabakh）の無垢なアゼルバイジャン人市民を虐殺した。その戦争

はバクーへの何十万人もの難民を作り出したのである。第３帝国支配下での災厄の話に怒

るポーランド人とチェコ人は何百万人ものドイツ系住民をその先祖伝来の土地から追い出
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した。一方でジェッツポスポリタ（Rzecz Pospolita：１６－１８世紀のポーランド）での

災厄の話を語るウクライナ人たちはヴォリン（Volyn）のポーランド人数千人を虐殺した。 

 オットー・ワイニンガー（Otto Weininger）によって概評されるとおり、国家の政治は

男女間の政治とパラレルである。つまり、フェミニストたちは永遠の抑圧者たる男性の下

で被る女性の災厄の話を推進させ、多くの家庭の崩壊、女性の貧困化、男性の無力化を作

っていくのである。この種の物語は逆の物語によってバランスがとれるものなのかもしれ

ない。男性が肉体的な暴力を振るうのは事実だが、女性は言葉による暴力においてはるか

に優れているのである。マクベス夫人の激しい口調はマクベスの短剣より罪が軽いはずも

無い。女性はどうすれば男性を挑発できるかを知っている。そして男性はそれに反応する。

時にはキスで、時にはげんこつで、そして時には弾丸で。ホセは殺した。しかしカルメン

は挑発した。映画バーブ・ワイヤー（Barb Wire）に登場するような筋骨隆々たる少女の神

話が推奨されるのとは逆に、女性は肉体的な一撃においてはあまり成功しているとはいえ

ない。そこで彼女らは肉体的な暴力を禁止しようとする。しかし言葉による暴力は許可し

挑発行為という概念自体の意味を失わせるのだ。 

 テーマを元に戻そう。もしトルコ人が殺したというのならアルメニア人は挑発したので

ある。そしてユダヤ人に敵対する行動が起こったときにはそれは必ずユダヤ人自身による

行動によって引き起こされたのだ。実際に、徹底的な否定者である私は、反ユダヤ主義、

つまり「ユダヤ人に対する理由無き嫌悪」そのものの存在を否定する。それは存在しない



のだ。ユダヤ（Jewry）はあらゆる勢力によって反撃されたのである。ローマ・カトリック

教会からスタンダード・オイル会社にいたるまでそうだった。ユダヤ人は子羊ではなく、

思想的そして経済的な世界で実に活動的な要素なのだ。誰かが賛成するかもしれないし反

対するかもしれない。しかし「嫌悪」とは？ ありえない。非ユダヤ人たちは通常ユダヤ

人に対して他の誰に対してよりも公正であり続けている。「血による中傷」でさえも中傷で

はなく普通の犯罪裁判であったことが判明したのだ。 

 ヨーロッパで、そして中東で、反ユダヤ主義の行動があっただろうか？ たしかにあっ

た。しかしそれは「理由なき嫌悪」によって引き起こされたものだっただろうか？ 自分

自身を嫌悪するがよい！ １９１１年に、米国政府はあの強大なジョン・Ｄ．ロックフェ

ラー帝国を破滅させた。ユダヤ人ではなかったので、ロックフェラーはそれを反ユダヤ主

義のせいだと主張できなかった。彼はそれを、米国政府が彼の容貌や人種や育ちや態度を

好まなかったせいだとか、あるいは彼の本質的罪に対する神聖なる刑罰である、などとは

言わなかった。政府はスタンダード・オイルが余りに強力になりすぎたためにそれを解体

したのである。そして全く同じ理由でロシア大統領ウラジミール・プーチンは彼の手に余

る成金どもの石油会社を解体した。それは彼らがユダヤ人だったからとか、彼らが民主主

義を支持したから、というような理由からではない。権力は逆の権力の必要性を生み出す。

権力は反権力を呼び求める。そしてユダヤ人は昔も今も一つの権力なのだ。 

 ユダヤ（Jewry）はカトリック教会よりも強力である。それはトアフ教授と比較できるガ



リレオの運命から学ぶことができるとおりなのだ。昨日、中央広場を通り抜けた際に、私

は科学の殉教者であるジョルダノ・ブルーノを記念する石板を見た。そこには「彼は科学

の敵であるカトリック教会によって殺された」と書いてあった。何百冊もの本をめくりあ

らゆるインターネット・サイトを訪ねても、あなたは必ず教会がこの罪の責任を負うと書

かれてあるのを見ることだろう。あなたはそれを自由に語ることができ、誰一人、あなた

に向かって次のような叫び声をヒステリックにあげることはないだろう。「教会全部って

か？ ブラジルからポーランドまでの１０億人のカトリック信徒全員に罪があるってか？ 

恥を知れ！ この反カトリック野郎めが！」と。実際に後の教皇が、当然だというように、

それを謝罪すらしたのだ。 

 しかしユダヤ人の哲学者・科学者であり懐疑主義者、“Miklal Yofi”の著者であるラビ・サ

ムエル・イブン・サルサ（Samuel Ibn Zarza）を記念する記念の石板を探しても無駄なこ

とだろう。彼は天地創造を疑いバレンシアで火あぶりにされたのだが、それはユダヤ人の

注文によるものだった。いま、私は「全部のユダヤ人ってか？この反ユダヤ主義者め！」

という叫び声を待っている。え？誰もそう言わない？ すばらしい。先に進もう。私が翻

訳の機会を得た１５世紀のユダヤ人の本である“The Book of Lineage”の中で次のように書

かれてある。「ラビたちが『天地創造以来何年何年』と読み上げたときに、このサルサとい

う男は彼の髭に手を置き、髭の毛をつかむことによって世界がそれ以前に存在していたこ

とを匂わせた。チーフ・ラビのイサアク・カンパントンは椅子から立ち上がってこう言っ



た。『なぜ薮が焼かれないのか？ その薮を焼いてしまおう！』（サルサはカスティーリャ

語では薮に生えるいばらである；したがってこの駄洒落は出エジプト記 3:3 を示唆する）ラ

ビたちは彼を法廷に引き出して、創世記以前の世界の存在を白状した罪で火あぶりの刑に

処させたのである。」 

 ここに二人の科学者がいる。どちらも焼き殺された。しかし一方は教会によって、もう

一方はユダヤ人によって火刑台に送られた。詳細を検討するならば類似性がもっと発見で

きるだろう。サムエル・イブン・サルサはユダヤ人のそそのかしで裁判にかけられ処刑さ

れた。ジョルダノ・ブルーノが死刑に処せられた場面の背後にユダヤ人たちが活発に働き

かけたことを示すヒントがある。彼が強硬な反ユダヤ主義者だったからだ。ジョルダノ・

ブルーノはユダヤ人を「あんな疫病神でライ病のようで社会にとって危険な種族は根絶や

しにしていっそ生まれる以前に殺してしまうがいいのだ」（Giordano Bruno, Spacio della 

Bestis Trionfante: 1584）と。このような意見が彼の処刑に影響したのである。当時でさえ

ユダヤ人たちは権威者の耳に近寄ることができ、そして常に彼らの注文に従う官吏たちが

十分にいたのである。しかしブルーノの件ではその明確な痕跡は残っていない。こうして

彼の件は今まで知られているのである。しかしサムエル・イブン・サルサの件は忘れられ、

あるいは否定されている。 

 ユダヤ人が編集する Wikipedia を見てみるならば次のように書かれてあることに気付く

だろう。「サムエル・シャロム（Samuel Shalom：１６世紀のユダヤの賢人）が、サルサは、



彼が創世記を否定したというラビ・イサアク・カンパントンの告発を受けたバレンシアの

法廷によって火刑に処せられたと述べているのだが、歴史家達はそれが単なる伝説に過ぎ

ないことを証明している」。このようにして、ユダヤ人の歴史製作と「真理省」の審査は、

何が起こって何が「単なる伝説に過ぎない」のかを決定して支配することができるのであ

る。カトリック教会はそんな権力など夢見ることすらできない。 

 ユダヤの力がどれくらいのものか量ることができるだろうか？ 数ヶ月前に英国の月刊

誌エコノミストは見慣れない世界地図を発表した。各国の領域がそのＧＮＰの大きさに比

例して描かれているのである。これは実に暴露的な地図だ。インドはオランダよりも小さ

く、ラテンアメリカ全体はイタリアほどの大きさである。イスラエルは近隣のアラブ諸国

の合計よりも大きい。この地図は正確に権力を表現した地図ではなかった。世界の本当の

地図を描くためには同様に他のパラメータを考慮する必要がある。それは銃器類、核兵器

と通常兵器の能力、映画や本や新聞の発表と結び付いた様々な影響力、大学での研究レベ

ル、国際的な地位などである。このような権力地図でなら、ユダヤ（Jewry）は十分に強烈

に見えることだろう。ユダヤ人は我々の住む世界で重要な権力である。それは第一級の権

力であり、カトリック教会より強力であり、イタリアや他のいかなるヨーロッパの一国よ

りも間違いなく両力である。シェルや（イタリアの石油資本である）Agip やその他のいか

なる国際企業よりも強力である。 

 宇宙の研究でブラックホールと呼ばれる現象があるのだが、それは極めて密度が高く重



い星が周辺の空間の形を変えてしまうものである。そしてそれが作る光がその重力のワナ

から逃れることができないのだ。そのようなブラックホールは極めて強力であるがゆえに

見ることができない。それと同様に、ユダヤ（Jewry）はブラックホールである。それはあ

まりにもパワフルであるがゆえにそれを見ることができないのだ。誰もそれを見ることが

許されない。これは我々の時代における最強のタブーである。米国でのユダヤ・ロビーに

関して有名な「しっぽが犬を振り回す」という議論があるが、それはそのタブーの周辺を

実際にそれを壊すこと無しにうろつきまわる試みなのだ。確かに、イスラエルと呼ばれる

中東の小さな国が「米国という犬を振り回す」ことは多分できないだろう。AIPAC などな

どのイスラエル・ロビーは、その努力にも関わらずそれほど大きな影響力を発揮すること

はできない。しかしイスラエル・ロビーとイスラエル国家はあるものの表出として認識す

ることができる。それはブラックホール、語るべからざる巨大な存在、つまりユダヤ（Jewry）

の表出である。 

 ジェイムズ・ペトラスとノーマン・フィンケルシュタインの間で行われた最近の論争で、

ペトラス博士は親イスラエル・ロビーを次のように表現することで真相に極めて近く迫っ

ている。「アメリカン・エンタープライズ研究所を始めとする親シオニストのシンクタンク

群のあらゆるつながり･･･権力構造の全て、それはＡＩＰＡＣを含むばかりではなく米国主

要ユダヤ組織連合の総裁をも含む。それらの組織は５２にものぼる･･･政府の重要な地位を

占領する人物達（エリオット・エイブラムズやポール・ウォルフォヴィッツ、ダグラス・

http://groups.yahoo.com/group/shamireaders/message/932


ファイスやその他の者達）･･･主要な新聞と結び付いたエッセイ作家達の軍団･･･超大金持

ちの民主党への献金者たちとメディアの大立て者たちの議会と政府に対する影響力」と。

これはロビーではない。これはユダヤ（Jewry）なのだ。 

 どうして今日ユダヤ（Jewry）がこれほどにパワフルなのだろうか。拙著“Pardes”で私は

一つの説明を書いている。歴史的にいえば一つの教会の代替物として、ユダヤ（Jewry）は

伝統的に使徒の教会の敵だった。ローマ・カトリック教会の束縛が崩れたときに、その代

替物が力を噴出させた、と。しかし、もしこの説明があまりにも複雑ならば、あるいは厳

格な唯物論者にとって受け入れがたければ、それをドルとポンドというように翻訳しても

良いだろう。 

 最近、ユダヤの賢者であるゼヴ・チャフェッツ（Zev Chafets）は、ユダヤ人が強力であ

りずる賢いと言ったために出場停止になった米国のスポーツマン、リチャードソンの弁護

を買って出た彼はこのように言ったのだ。「ユダヤ人は世界一の安全保障システムを持って

いるよ。テルアビブ空港に行ったことがあるかい？ 彼らは実にずる賢い。いいかい。彼

らは世界中で嫌われている。そこで彼らはずる賢くなってしまったのだ。彼らはこの世界

で物凄い力を手に入れた。俺の言うことが解るかい？ 俺の思っていることは大変なこと

なんだ。何の間違いもないと思うよ。もしあんたが最もプロフェッショナルなスポーツマ

ンを調べてみるなら、そいつらがユダヤ人に動かされていることが解るさ。もしあんたが

一番成功している会社とそのスタッフを調べてみたら、そいつらがユダヤ人に動かされて

http://jewishworldreview.com/0407/chafets041107.php3
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いると知るだろう。別に非難してるわけじゃないけど、あいつらはずる賢い連中だ。」 

 チャフェッツは次のように報告した。「申し訳ないが、リチャードソンは何一つ攻撃的な

ことは言わなかった。実際にユダヤ人という民族は、私の経験から言っても、利口である。

そして彼らはそのことを誇っている（特に黙っている人ほど）。リチャードソンが一体ほか

にどのような有害なことを言ったというのだろうか？ イスラエルが世界一治安の良い空

港を持っていることか？ これも真実でありイスラエル自身が自慢するようなことなのだ。

ユダヤ人が嫌われていて自己防衛をする必要があるということか？ これは反名誉毀損同

盟（ＡＤＬ）自体の設立の根拠である。私が言える限りのことでは、（人口の約１％である）

ユダヤ人がＮＢＡにあるチームのおよそ半分を（そして野球やアメリカン・フットボール

でも相当な部分を）所有している。それでどうだと言うのだ？ ユダヤ人が数多くの優良

な企業を経営しているという観察に至っては、何の冗談も無い。ユダヤ人は米国で最高の

経済的に成功している民族集団といってほとんど間違いは無い。それに何か問題があるの

だろうか？」 

 この質問（「それに何か問題があるのだろうか？」）に対しては、ニューヨーク・タイム

ズのデイヴィッド・Ｃ．ジョンストン（David C. Johnston）が次のように回答した。彼は

書いた。「（米国における）収入の不均等は２００５年になって顕著に広がった。米国人の

上の１％が－彼らの年間収入は３４万８千ドルを超えている－１９２３年以来最高の

国内収入の分け前を受け取っている。これは最近公表された納税データの分析が示してい

http://www.truthout.org/issues_06/040207LA.shtml


る。この新しいデータはまた、トップ３０万人の米国人が最下層のほとんど１億５千万人

分にあたる収入を集中的に手に入れていることを示している。一人当たりで言えば、トッ

プ・グループは、下半分の平均的な人々が稼ぐ４４０倍にのぼる収入を手にしており、１

９８０年から格差が２倍に広がっている。」 

 ジョンストンが答えていない（仮定すらしていない）質問は次のものである。「最下層の

ほとんど１億５千万人分にあたる収入を集中的に手に入れている」「トップ３０万人の米国

人」の中で一体どれくらいが「米国で最高の経済的に成功している民族集団」に属してい

るのか？ 国家宗教やその他の非経済活動的な防止装置が無い場合には、米国の政治に対

する影響が彼らの総合的な収入におおよそ比例すると予想できるのではないのか？ 

 「民主主義」は各人が一票の権利を持ちそしてそのすべての票が平等である所でなら理

想的だろう。この理想は経済的な不平等が無い場所ですら実現が極めて難しい。各人の能

力差によって影響力の大小が現れるからである。ジョンストンによって描かれているよう

な状況の中で、エリート階級の１メンバーが平均的な５００人分の収入を得ている場合、

民主主義は激しく破壊されることになる。しかしこの理想は、もしこれらのエリート階級

の者たちが自分のマス・メディアを持ち他人の世界観を形作る能力を持っているのなら、

完璧に欺かれてしまう。もしそれらのメディアの大物達がその資材を米国での至福として

共同で出し合うのなら、民主主義は意味を失ってしまう。私はメルケル女史が言った「自

由な報道は我々の社会の土台でありあらゆる自由の基盤である」という言葉に前面的に賛

http://www.haaretz.com/hasen/spages/852026.html
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成するものである）。だがしかし、新聞がアルフレッド・ネヴェン・デゥモント（Alfred Neven 

DuMont）やイタリアのベルルスコーニのようなユダヤ人やユダヤ愛好者であるメディアの

大物達に所有されている場合に、どうして彼女がその報道を自由であると見なすのか、私

には想像すらつかない。デゥモントはドイツで最も歴史のある出版社の一つを所有し、同

時にイスラエルの新聞ハアレツの共同所有者でもあるのだ。（メルケルは彼の誕生日に上の

ように語ったのだ。）どうしてこの新聞社がプーチンのロシアのような国家統制の新聞より

自由だと言えるのか？ どうであれ国家はその全国民を代表すると主張するのだ。 

 私はなぜ「ユダヤ人とユダヤ愛好者であるメディアの大物」を強調するのか？ きっと

この「メディアの大物」だけで十分ではないのだろうか？ いや、実際に十分ではない。

デゥモントの所有するハアレツは「反ドイツ人種主義者の告白」といった記事を掲載するこ

ともあるだろうが、デゥモント所有のドイツの新聞は決してユダヤ人嫌いの人物による記

事を載せることはない。ユダヤ愛好はメディアの大物とその所有の手段をある全体主義的

な機構に集約してしまう。ちょうど共産主義思想があらゆるソヴィエトのメディアを一つ

の全体主義的な（そして退屈な）装置に集約したようにである。この比較は広げることが

できるだろう。米国と西側世界一般で、ユダヤ（Jewry）は、かつてソ連で共産党によって

維持されていたのと同様、社会の頂点の支配権を独占している。憲法では実際には述べら

れておらず、公式には国家機関の一部ではないが、この半透明な実体はあらゆるプロセス

を統制し、そして外部の勢力による統制を受けない。ジョー・パブリック（Joe Publicある

http://www.haaretz.com/hasen/spages/851722.html


いはJohn. Q. Public：米国社会のこと）は米国主要ユダヤ組織代表会議評議会の中で意識

されるようなものではない。ちょうどソ連の政治局でイヴァン・プブリコフ（Ivan 

Publicoff：ソ連邦社会）が問題とされなかったようにである。 

 かつてこの位置を教会が占領していた。１９世紀の後半と２０世紀初期に多くの人々の

エネルギーと思考が反教会の戦いに費やされた。その主要な不満は、教会が社会を統制し

ているのに社会によって制御されていない、というものだった。ロシアでの共産党は（あ

るいはイタリアのファシストといった様々な認識と思想は）同様の不満に直面した。現代

はその最新の権利強奪者を指定するべきときだ。なぜなら、大多数の者たちがその思考プ

ロセスを導き統制するものとしてユダヤ（Jewry）を指名しなかったからである。ユダヤ

（Jewry）の過剰な影響力は民主主義の欠如を示すインディケーターなのだ。真に民主主義

的な国ならユダヤ（Jewry）はその人数に比例した影響力を持つはずである。しかし歴史が

終わったわけではない。そしてユダヤ（Jewry）を教会や共産党が歩いた道に、つまり我々

のダイナミックな社会の適当な住み分けの領域に、送り込むことによって自由を導き出す

ことができる。 

 ホロコースト・リヴィジョニストたちは、もしホロコーストの話が覆るならユダヤの力

は崩壊すると信じている。彼らは「ユダヤの権力は嘘のうえに作られている」と信じてい

る。私はこれには同意できない。ユダヤ（Jewry）の権力は極めて現実的である。それは貨

幣、イデオロギー、そして権力の基盤となることができるあらゆるものに基礎を置いてい



る。この現実の権力は取り除くことができるだろうしそうしなければならない。そしてそ

の後に、ホロコーストの話はごく仲間内を除くすべての人にとって関心を引くものではな

くなるだろう。 

 自由への愛と同感に導かれるならば、この解決は個々のユダヤ人にとって良いものとな

るだろう。個々のユダヤ人 vs ユダヤ（Jewry）の位置付けはどのようなものか？ それは

個々の共産党員 vs 共産党の関係と同様である。ソヴィエト連邦の最後の日々に、１千６百

万人の党員がいた。党員であることに利益があったのだ。しかし党員証がその価値を失っ

たときに、党員数は数十万人にまで縮まった。それを悲劇として見てはならない。昨日ま

での共産主義者は自由を回復したのだ。（エリツィンのような）一部の者たちは反共主義者

となり、他は政治から身を引きそして宗教や貿易や事業に向かった。共産党に残った者た

ちが崩壊を嘆くこともなかった。彼らは偽善者どもと別れたのだ。何百万人もの小ブルジ

ョアジーを喜ばそうとする必要はない。彼らは自分の本当の信念を主張できる。 

 同様に、ユダヤ（Jewry）の影響力がその人数に比例するまで崩れるならば、大量の思想

的脱出者が生み出されることだろう。１千６百万人のユダヤ人の中から、おそらく数十万

人の信奉者が、モーゼの律法とタルムードやカバラ研究に忠実なものとして残るだろう（神

よ、彼らを祝福したまえ！）。一方で残りは他の利益や忠誠の対象を見出すだろう（神よ、

彼らをも祝福したまえ！）。彼ら全員が、反ユダヤ主義の神話を崩してユダヤ人が自由を回

復するのを助けたトアフ教授のような反体制派に感謝することだろう。 



 このユダヤ（Jewry）の枠内では、彼らは自由ではないのだろうか？ １９７０年代から

８０年代にかけて、共産党の内部での自由と多元主義に関して同様の議論が進められた。

必然的にだが、そんなものはひねり出せなかった。ユダヤ（Jewry）は共産党よりもさらに

一枚岩である。それはある程度の意見の散らばりを容認するが、それはあまり広がっては

ならないのだ。最右翼に非ユダヤ人からイスラエルの市民権を剥ぎ取ってしまおうとする

ジラッド・シャロンがいて、最左翼にはウリ・アヴネリがいるのだが、彼も実質的には同

様の主張をする。我々はユダヤ人が自由を回復させるのを手助けするだろうし、またそう

すべきである。ちょうど共産党員がそうだったように、またその以前に教会の出席者がそ

うだったように。彼らは自分の選択の自由を回復させるのを手伝ってもらったのだ。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 
（翻訳者について） 

童子丸 開（どうじまる あきら）：スペイン在住。ボランティアで英語とスペイン語の文章を和訳しウエ

ッブ・サイトなどに投稿、寄稿している。この『春がきた！』の和訳および解説は、木村愛二氏（東京）

の努力によって発行されている硬派季刊誌『真相の深層』のために為されたものである。 

翻訳には慎重を期したが、もし誤訳箇所や不適切な表現などを発見された方がおられたらぜひご一報願い

たい。akiradoujimaru@infoseek.jp 
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